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椎
葉
村
が
ワ
ー
ス
ト
１
位

　

平
成
19
年
（
１
月
〜
12
月
）
の
「
宮
崎

県
内
居
住
地
別
飲
酒
運
転
違
反
検
挙
状

況
」
が
宮
崎
県
警
よ
り
発
表
さ
れ
、
椎
葉

村
は
県
内
で
ワ
ー
ス
ト
１
位
と
い
う
不
名

誉
な
結
果
を
残
し
ま
し
た
。

　

こ
の
違
反
検
挙
状
況
の
順
位
は
、
村
内

外
で
飲
酒
運
転
に
よ
り
検
挙
さ
れ
た
人
数

が
市
町
村
の
免
許
人
口
の
中
で
ど
の
く
ら
い

い
る
の
か
で
決
定
さ
れ
る
も
の
で
、
本
村
は

２
位
以
下
の
市
町
村
に
圧
倒
的
な
差
を
つ

け
て
の
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
前
年
の
平
成
18
年
は
第
３

位
（
検
挙
数
４
件
）
で
、
平
成
19
年
６
月

〜幼い命を奪ったあの悲惨な飲酒運転事故を覚えていますか？〜

の
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
る
飲
酒
運
転

の
厳
罰
化
を
受
け
て
飲
酒
運
転
根
絶
の
気

運
が
高
ま
る
中
、
さ
ら
に
悪
化
し
た
と
い

う
憂ゆ

う

慮り
ょ

す
べ
き
事
態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

亡
く
な
っ
た
命
は

　
　
　

永
遠
に
戻
ら
な
い

　

し
か
し
な
が
ら
、公
共
交
通
機
関
が
不
十

分
な
こ
と
で
帰
宅
す
る
手
段
の
選
択
肢
が
限

ら
れ
て
い
る
状
況
の
中
、
家
族
の
方
に
よ
る

送
迎
や
タ
ク
シ
ー
の
利
用
、
ま
た
は
宿
泊
す

る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
村
民
の
皆
さ

ん
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

　

厳
罰
化
の
一
因
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
幼
い

３
児
の
命
を
奪
っ
た
福
岡
で
の
事
故
を
私
た

ち
は
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
他
に
も

交
通
事
故
に
よ
り
突
然
の
家
族
の
死
に
直
面

さ
れ
、
今
も
な
お
深
い
悲
し
み
を
抱
え
て
い

る
方
は
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、

飲
酒
運
転
は
人
間
と
し
て

許
さ
れ
な
い
行
為
で
す

　

飲
酒
運
転
の
悲
惨
な
事
故
は
、
ほ
ん
の

軽
い
気
持
ち
と
自
分
に
対
す
る
過
信
が
ハ

ン
ド
ル
を
握
ら
せ
、
発
生
し
て
い
る
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
大
切
な
ご
家
族
を
不

幸
の
ど
ん
底
に
陥
ら
せ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
遵
守
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
一
緒
に
飲
ん
だ
人
や
ア

ル
コ
ー
ル
を
提
供
し
た
人
に
ま
で
罪
が
及

び
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ん
も
飲
酒
運
転
の

共
犯
と
な
ら
ぬ
よ
う
、
十
分
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

大
人
が
子
ど
も
の

　
　
　

手
本
と
な
っ
て

　

飲
酒
す
る
機
会
は
、
地
域
等
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
上
で
も
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

た
だ
、
ハ
ン
ド
ル
を
握
ら
な
け
れ
ば
何
の

問
題
も
無
い
の
で
す
。

　

椎
葉
村
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
飲
酒
運

転
を
許
さ
な
い
環
境
づ
く
り
を
す
す
め
、

子
ど
も
た
ち
に
誇
れ
る
村
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

総
務
課 

消
防
交
通
係

　
　

☎
０
９
８
２―

６
７―

３
２
０
１

　

日
向
警
察
署 

椎
葉
駐
在
所

　
　

☎
０
９
８
２―

６
７―

２
１
１
０

子どもたちが安全に暮らせる村は
どこへ･･･

椎葉村はハンドルキーパー
運動を推進します

平成19年中 平成18年中

順位 市町村名 違反率 免許人口 違反者 順位 違反者

１ 椎葉村 0.409% 1,955人 ８人 ３ ４人

２ 南郷町 0.108% 7,424人 ８人 ４ 14人

３ えびの市 0.101% 15,836人 16人 25 14人

８ 美郷町 0.092% 4,347人 ４人 24 ４人

17 日向市 0.075% 41,388人 31人 ６ 71人

17 諸塚村 0.075% 1,337人 １人 ２ ３人

18 門川町 0.073% 12,251人 ９人 13 17人

26 高千穂町 0.044% 9,033人 ４人 16 12人

28 五ヶ瀬町 0.036% 2,811人 １人 30 ０人

30 西米良村 0.000% 803人 ０人 30 ０人

30 日之影町 0.000% 3,047人 ０人 １ ８人

居住地別飲酒運転違反検挙状況
※ワースト上位、下位、日向、東臼杵、西臼杵を抜粋

飲
酒
運
転
に
は

厳
し
い
処
罰
が

科
せ
ら
れ
ま
す

【酒酔い運転】

５年以下の懲役 又は100万円以下の罰金

【酒気帯び運転】

３年以下の懲役 又は50万円以下の罰金

※飲酒運転幇
ほう

助
じょ

（酒類提供・車両提供・

　同乗）も同様に厳しく罰せられます

飲
酒
運
転
違
反
検
挙
率

県
内
で
ダ
ン
ト
ツ
の
ト
ッ
プ
に
！
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新春を飾る恒例行事
　

１
月
６
日
、
椎
葉
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
新
春
恒
例
の
「
椎
葉
村
消
防
出
初

式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

年
末
か
ら
続
く
寒
波
で
氷
点
下
を
記

録
す
る
寒
空
の
中
、
団
員
に
よ
る
一
般

操
練
（
通
常
点
検
・
小
隊
訓
練
）
や
、

消
防
団
活
動
の
功
労
者
に
対
し
感
謝
状

の
贈
呈
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
回
は
昨
年
末
に
本
部
に
導
入
さ
れ
た

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
に
よ
る
模
範
操
法

（
ポ
ン
プ
車
操
法
）
が
行
わ
れ
、集
ま
っ

た
多
く
の
関
係
者
や
観
客
ら
に
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

▲全団員による分列行進

平
成
20
年 

椎
葉
村

消
防
出
初
式

【
宮
崎
県
知
事
表
彰
】

 

（
２
部
）
那
須 

重
美

 

（
３
部
）
甲
斐　

 

浩

【
県
協
会
長
表
彰
功
績
章
】

 

（
７
部
）
椎
葉 

賢
二

 

（
12
部
）
岡
村 

正
司

【
県
協
会
長
表
彰
精
績
章
】

 

（
本
部
）
橋
本 

浩
美

 

（
１
部
）
椎
葉 

輝
雄

 

（
５
部
）
中
瀬 

和
広

 

（
７
部
）
濱
砂 

浩
士

 

（
10
部
）
甲
斐 

孝
光

 

（
12
部
）
松
岡 

勇
朗

 

（
11
部
）
尾
前
興
喜

【
消
防
団
長
特
別
表
彰
】

　
※
ラ
ッ
パ
隊
員
精
績
章

 

（
10
部
）
椎
葉 

智
成

 

（
技
術
員
）廣
末 

ゆ
か
り 

【
新
入
団
員
】

 

（
１
部
）
富
士
本 

亮
太

 

（
１
部
）
那
須 

晋
太
郎

 

（
３
部
）
山
口 

進
一

 

（
３
部
）
甲
斐 

裕
崇

 

（
６
部
）
廣
末 

克
彦

 

（
６
部
）
那
須 

優
一
郎

 

（
12
部
）
松
岡 

陽
平

【
日
本
消
防
協
会
精
績
章
】

 

（
10
部
）
甲
斐 

左
右
吉

【
日
本
消
防
協
会
勤
続
章
】

　

※
30
年
以
上

 

（
５
部
）
椎
葉 　
一

■
各
部
の
担
当
地
区

本　

部
（
上
椎
葉
）

第
１
部
（
鹿
野
遊
・
仲
塔
）

第
２
部
（
上
椎
葉
・
栂
尾
）

第
３
部
（
松
尾
日
当
）

第
４
部
（
尾
八
重
）

第
５
部
（
小　

崎
）

第
６
部
（
不
土
野
）

第
７
部
（
大
河
内
）

第
10
部
（
向　

山
）

第
11
部
（
尾　

前
）

第
12
部
（
松
尾
日
添
）

 

（
６
部
）
椎
葉 

鉱
蔵

 

（
７
部
）
椎
葉 

真
吾

 

（
７
部
）
右
田 

朝
生

 

（
10
部
）
甲
斐 

左
右
吉

 

（
10
部
）
甲
斐 

孝
光

 

（
11
部
）
尾
前 

浩
幸

 

（
12
部
）
那
須 

隆
美

 

（
12
部
）
松
岡 

祐
治

【
消
防
団
長
表
彰
】

 

（
本
部
）
椎
葉 

聖
哉

 

（
１
部
）
那
須 

朋
文

 

（
１
部
）
那
須 

昇
一
郎

 

（
１
部
）
栩
川 　
真

 

（
２
部
）
那
須 

正
一
郎

 

（
３
部
）
岡
村 

順
一

 

（
３
部
）
荒
竹 

一
幸

 

（
５
部
）
那
須 

直
樹

 

（
７
部
）
椎
葉 

隆
博

 

（
７
部
）
中
竹 

裕
二

 

（
10
部
）
椎
葉 

勇
介

 

（
10
部
）
甲
斐 

喜
徳

 

（
11
部
）
尾
前
義
文

 　
　
　
　

梅
北 

実
利

 

［
積
載
車
の
部
］

 

（
12
部
）
那
須 

博
和

 　
　
　
　

那
須 

力
男

 　
　
　
　

松
岡 　
博

 　
　
　
　

椎
葉 

健
児

【
村
長
感
謝
状
】

　

※
一
般
協
力
者

 

［
救
助
活
動
協
力
］

　
　

椎
葉 

幸
男 

様

　
　

尾
前 

義
友 

様

 

［
消
火
活
動
協
力
］

　
　

椎
葉
生
コ
ン 

様

【
村
長
感
謝
状
】

　

※
退
団
者

 

（
本
部
）
椎
葉 

隆
文

 

（
１
部
）
椎
葉 

輝
雄

 

（
２
部
）
黒
木 

真
澄

 

（
３
部
）
河
口 

安
雄

 

（
３
部
）
那
須 

鶴
義

 

（
５
部
）
椎
葉 　
一

 

（
５
部
）
中
瀬 　
裕

【
県
協
会
長
感
謝
状
】

【
日
向
支
部
長
感
謝
状
】

 

前
団
長　
尾
前　
満 

様

【
日
向
支
部
長
表
彰
】

 

（
本
部
）
鈴
木 

康
弘

 

（
１
部
）
椎
葉 

秀
巳

 

（
２
部
）
那
須 

正
巳

 

（
２
部
）
椎
葉 

辰
義

 

（
３
部
）
荒
竹 　
忠

 

（
３
部
）
椎
葉 

喜
成

 

（
５
部
）
椎
葉 

達
人

 

（
６
部
）
那
須 

隆
信

 

（
７
部
）
椎
葉 

今
朝
志

 

（
10
部
）
椎
葉 

美
智
男

 

（
12
部
）
安
藤 

秀
一

【
村
長
表
彰
】

 

（
１
部
）
那
須 

雅
志

 

（
１
部
）
那
須 

美
明

 

（
５
部
）
椎
葉 

利
弘

 

（
10
部
）
椎
葉 

昭
治

 

（
10
部
）
椎
葉 

憲
作

 

（
10
部
）
椎
葉 

照
高

 

（
11
部
）
尾
前 

孝
一
郎

【
村
長
特
別
表
彰
】

　
※
日
向
支
部
大
会
出
場

 
［
小
型
ポ
ン
プ
の
部
］

 

（
本
部
）
黒
木 

尚
道

 　
　
　
　

椎
葉 

記
史

 　
　
　
　

椎
葉 
聖
哉

 　
　
　
　

東　

 
耕
司

 

（
７
部
）
椎
葉 

今
朝
志

 　
　
　
　

岩
崎 

一
道

 　
　
　
　

椎
葉 

隆
博

【
県
協
会
長
特
別
表
彰
】

【
村
長
特
別
表
彰
】

　

※
兄
弟
団
員

 

（
３
部
）
山
口 
和
明

 　
　
　
　

山
口 

進
一

 

（
11
部
）
尾
前 

孝
一
郎

 　
　
　
　

尾
前 

雄
次
郎

【
県
協
会
長
特
別
表
彰
】

　

※
内
助
の
功

　
　

甲
斐 

ユ
リ
子 

様

 （
甲
斐
左
右
吉
10
部
長
夫
人
）

各
種
表
彰
受
章
者

一
般
操
練
審
査
結
果

優　

勝　

第
７
部
（
大
河
内
）

第
２
位　

本　

部
（
上
椎
葉
）

第
３
位　

第
11
部
（
尾　

前
）

▲一般操練で優勝した第７部。
　団員を整列させる椎葉賢二部長

▲新入団者の宣誓を行った
松岡陽平 団員（12部）
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集合写真提供：甲斐写真館（上椎葉）

平成20年

　

今
年
成
人
を
迎
え
た
の
は
、
昭
和
62

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
63
年
４
月
１
日

に
生
ま
れ
た
42
人
。（
昨
年
よ
り
20
人

減
少
）

　

１
月
４
日
に
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た
式
典
に
は
、
華
や
か
な
晴
れ
着
や

ス
ー
ツ
姿
の
新
成
人
35
人
が
参
加
し
、

旧
友
ら
と
共
に
20
歳
の
門
出
を
祝
い
ま

し
た
。

▲椎葉晃充村長が新成人代表の那須さゆみさん
（上椎葉）、右田和磨さん（川の口）へ成人証
書と記念品を授与

※
11
月
22
日
に
日
向
市
で
開
催
さ
れ
た

「
わ
け
も
ん
の
主
張
」（
有
権
者
意
見

発
表
会
）
で
、
日
向
市
消
防
本
部
の

椎
葉
和
喜
さ
ん
（
向
山
日
添
出
身
）

が
優
秀
賞
。
地
区
代
表
で
２
月
の
県

大
会
へ
出
場
し
ま
す
。

▲一年先輩の那須晋太郎さん
（十根川）が行った新有権者
意見発表

▲記念講演は橘ひょっとこ踊り保存会（日向市）の高橋安
光さん。終了後は保存会のメンバーが「ひょっとこ踊り」
を成人者へ直接指導

全国（過去最少）

1,350,000人

42人

今年の　
新成人は

新たな門出
　大人への第一歩椎葉村成人式
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那須 祥
しょう

子
こ

 さん
椎葉小 椎葉中卒業生（間柏原）

宮崎市・市内会社 勤務

すてきな女性になります

那須 隆
たか

文
ふみ

 さん
鹿野遊小 椎葉中卒業生（大久保）

愛知県・大同テクニカ 勤務

恥のない行動をとります

甲斐　和
やわら

 さん
尾向小 椎葉中卒業生（向山日当下）

福岡県・九州共立大学 在学

目指すはお父さん！（父を尊敬）

椎葉 龍
りゅう

磨
ま

 さん
尾向小 椎葉中卒業生

（向山日当下）
椎葉村・椎葉生コン 勤務

椎葉 勇
ゆう

太
た

 さん
鹿野遊小 椎葉中卒業生

（椎原）
宮崎市・市内会社 勤務

みんなと大人の
付き合いをします

責任を持って
考えて行動します

黒木 祥
しょう

二
じ

 さん
椎葉小 椎葉中卒業生

（横野）
宮崎市・ＦＨＰ 勤務

右田 和
かず

磨
ま

 さん
小崎小 椎葉中卒業生

（川の口）
延岡市・九州保健福祉大学 在学

真面目に
頑張ります

自覚を持って
頑張ります

椎葉 真
まき

子
こ

 さん
椎葉小 椎葉中卒業生

（佐礼住宅）
日向市・九州保健福祉大学 在学

夢を持って
頑張ります

椎葉 春
はる

香
か

 さん
椎葉小 椎葉中卒業生

（下椎葉）
日向市・市内会社 勤務

今の仕事を続けて
頑張ります

中竹 聖
まさ

也
や

 さん
松尾小 松尾中卒業生

（榎峠）
東京都・東京大学 在学

しっかりした大人になります

椎葉 友
とも

規
き

 さん
大河内小 椎葉中卒業生

（矢立）
宮崎市・市内会社 勤務

けじめを持って生活します

祝成人おめでとう！ 大人の
仲間入り

20歳
は た ち

誓い
ちか
の
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備えあれば憂
う れ

いなし
カ
エ
ル
の
実
験

　

皆
さ
ん
は
「
茹
で
上
が
っ
て
し
ま
う
カ

エ
ル
の
実
験
」
っ
て
ご
存
知
で
す
か
。
僕

も
実
際
に
し
て
み
た
わ
け
で
は
な
い
の
で

す
が
、
生
物
の
適
応
能
力
な
ど
を
扱
っ
た

本
に
良
く
載
っ
て
い
る
実
験
で
す
。
そ
の

内
容
は
カ
エ
ル
を
熱
湯
に
入
れ
た
場
合
、

カ
エ
ル
は
、
す
ぐ
に
飛
び
出
し
死
な
ず
に

助
か
り
ま
す
。
し
か
し
カ
エ
ル
を
ぬ
る
ま

湯
に
入
れ
、
そ
れ
を
少
し
ず
つ
暖
め
て
い

く
と
、
カ
エ
ル
は
そ
の
環
境
に
適
応
し
、

湯
の
中
に
留
ま
る
。
結
果
と
し
て
最
後
に

は
飛
び
出
す
体
力
も
無
く
な
る
位
ま
で
適

応
し
、
茹
で
上
が
っ
て
死
ん
で
し
ま
う
、

と
い
う
も
の
で
す
。「
な
ん
と
愚
か
な
カ
エ

ル
」
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
「
ヒ

ト
」
に
も
そ
の
適
応
能
力
は
あ
る
の
で
す
。

生
活
習
慣
病
は
ヒ
ト
の

　
　
　

適
応
能
力
の
結
果

　
「
喫
煙
」
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
ヒ
ト

に
適
応
能
力
が
な
け
れ
ば
「
毒
物
で
あ
る

タ
バ
コ
」を
死
ぬ
間
際
ま
で（
茹
で
上
が
っ

て
し
ま
う
ま
で
）
耐
え
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。「
肥
満
」「
高
血
圧
」「
脂
質
異
常

症
」「
糖
尿
病
」
な
ど
も
そ
の
原
因
は
「
飽

食
へ
の
適
応
能
力
」
に
あ
る
の
で
す
。

　
「
神
様
」は
ヒ
ト
を「
適
度
な
肉
体
労
働
」と

「
現
代
日
本
か
ら
考
え
れ
ば
粗
食
を
食
べ
て
」

生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
創
造
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
決
し
て「
腹
い
っ
ぱ
い
の
食

事
、甘
く
て
お
い
し
い
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
霜

降
り
の
肉
、ア
ル
コ
ー
ル
、タ
バ
コ
を
摂
取
す

る
」よ
う
に
は
創
造
し
て
お
ら
れ
な
い
の
で
す
。

　

し
か
し「
ヒ
ト
の
適
応
能
力
」は
ヒ
ト
が
茹

で
上
が
っ
て
し
ま
う
（
死
ん
で
し
ま
う
）
ま
で

適
応
し
て
「
そ
う
いっ
た
人
体
に
は
悪
い
も
の
」

を
摂
取
し
続
け
よ
う
と
、
努
力
す
る
の
で
す
。

　

さ
あ
皆
さ
ん
、
急
い
で
「
悪
い
生
活
習

慣
」
か
ら
飛
び
出
し
ま
し
ょ
う
。

将
来
、
医
療
費
が

　
　
　

足
り
な
く
な
る
と

　

厚
生
労
働
省
の
標
語
を
ご
存
知
で
す

か
？
「
１
に
運
動
、
２
に
食
事
、
し
っ
か

り
禁
煙
、
最
後
に
ク
ス
リ
」
で
す
。「
運

動
療
法
、
健
康
的
な
食
生
活
に
改
善
し
禁

煙
し
て
も
駄
目
な
ら
最
後
に
ク
ス
リ
で
治

療
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

い
っ
た
感
じ
で
建
て
る
で
し
ょ
う
か
。
そ

ん
な
こ
と
な
い
で
す
よ
ね
。「
工
務
店
の

オ
ヤ
ジ
さ
ん
」
に
頼
ん
で
、
そ
の
オ
ヤ
ジ

さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
の
業
者
を
頼
む

の
で
す
よ
ね
。
そ
う
す
れ
ば
「
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
家
」
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

　

椎
葉
病
院
も
皆
さ
ん
の
体
が
「
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
健
康
を
維
持
」で
き
る
よ
う
、

椎
葉
村
民
全
員
の
日
本
一
の
「
か
か
り
つ

け
医
」
に
な
ろ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
「
生
活
習
慣
病
か
ら
飛
び
出
そ
う
」
と

思
っ
て
い
る
方
、「
禁
煙
し
よ
う
」
と
思
っ

て
い
る
方
、「
こ
の
こ
と
が
少
し
気
に
な

る
の
だ
け
ど
」
と
悩
ん
で
い
る
方
、
ど
う

ぞ
椎
葉
病
院
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
適
応
し
過
ぎ
て
生
活
習
慣
病
に
な
る
前

に
「
悪
い
生
活
習
慣
」
か
ら
飛
び
出
し
、

良
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
「
ち
ょ
っ
と
し
た
ア
ド
バ
イ
ス
」
や
「
ほ

ん
の
少
し
の
検
査
の
異
常
」
が
、
あ
な
た

が「
悪
い
生
活
習
慣
」か
ら
飛
び
出
す「
き
っ

か
け
」
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

　

今
日
は
「
う
る
さ
い
医
者
の
小
言
を
聞

く
か
」
と
腹
を
く
く
っ
て
椎
葉
病
院
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
優
し
い
病
院
職

員
が
待
っ
て
い
ま
す
よ
。

　

最
近
は
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
生
活
習
慣

病
予
防
の
た
め
に
、
健
診
や
健
康
指
導
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
こ
ん
な
に
熱
心
に

行
わ
れ
て
い
る
か
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
。
そ
れ
は
今
の
青
年
か
ら
中
年
が
「
飽
食

で
体
を
動
か
さ
な
い
悪
い
生
活
習
慣
」
を
改

め
て
健
康
な
生
涯
を
送
っ
て
も
ら
う
た
め
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
必
要
と
な

る
医
療
費
を
削
減
す
る
た
め
な
の
で
す
。

　

新
聞
な
ど
に
も
書
か
れ
て
い
る
よ
う

に
、
こ
の
ま
ま
少
子
高
齢
化
が
進
め
ば
、

医
療
費
や
社
会
保
障
費
が
足
り
な
く
な
る

の
は
必
至
。
そ
う
な
れ
ば
社
会
の
風
潮
も

「
２
０
０
７
年
頃
か
ら
あ
ん
な
に
生
活
習
慣

の
改
善
を
説
明
し
、
健
診
や
指
導
を
行
っ

て
き
た
の
に
、
全
く
生
活
習
慣
の
改
善
も

し
な
く
て
、
勝
手
に
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞

に
な
っ
た
人
達
に
健
康
保
険
を
使
う
な
ん

て
不
公
平
だ
。
そ
う
い
っ
た
医
療
費
は
自
己

負
担
に
す
べ
き
だ
」
な
ん
て
い
う
今
で
は
考

え
ら
れ
な
い
よ
う
な
意
見
が
主
流
に
な
っ
て

い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
よ
。
な
ぜ
な
ら
そ
の

と
き
は
、
医
療
費
や
社
会
保
障
費
が
足
り

な
い
の
で
す
か
ら
。そ
れ
で
も
あ
な
た
は「
悪

い
生
活
習
慣
」
に
留
ま
り
ま
す
か
？

椎
葉
病
院
を

　
　
「
か
か
り
つ
け
医
」
に

　
「
か
か
り
つ
け
医
」
っ
て
ど
ん
な
お
医

者
さ
ん
と
考
え
た
こ
と
あ
り
ま
す
か
。
そ

れ
は
家
を
建
て
る
と
き
の
「
工
務
店
の
オ

ヤ
ジ
さ
ん
」
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
家
を
建
て
る
と
き
「
屋
根
は
延

岡
の
業
者
が
良
い
か
ら
延
岡
に
頼
も
う
。

床
は
日
向
の
業
者
が
良
い
か
も
し
れ
な

い
。
柱
は
や
っ
ぱ
り
熊
本
だ
ろ
う
。」
と

▲外来看護師の皆さん。気軽に声
をおかけください

茹
で
上
が
っ
て

し
ま
う
前
に

「
悪
い
生
活
習
慣
」

か
ら
飛
び
出
そ
う
！

椎
葉
村
国
民
健
康
保
険
病
院　
　
　

院
長　

吉　

持　

厳　

信
▲椎葉病院の３人のドクター

左から髙村一紘先生、吉持厳信先生、
永山学先生
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お気軽にご相談ください！

　

民
生
委
員
は
、
高
齢
者
、
身
体
に

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
な
ど
の
相
談

に
応
じ
、
福
祉
制
度
を
紹
介
す
る
な

ど
の
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

　

児
童
委
員
は
、
民
生
委
員
が
兼
ね

て
お
り
、
子
ど
も
の
こ
と
で
悩
ん
で

い
る
人
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

　

本
村
に
は
各
地
区
に
15
人
の
委
員

と
、
児
童
福
祉
に
関
す
る
問
題
を
専

門
的
に
担
当
す
る「
主
任
児
童
委
員
」

２
人
、
計
17
人
が
い
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

福
祉
保
健
課 

福
祉
係

　

☎
０
９
８
２―
６
８―

７
５
１
２

民生委員
児童委員

紹介
任期：平成19年12月１日〜
　　　平成22年11月30日

担当／鹿野遊地区
那須　　登（会長）

☎67−2492（鹿野遊）

担当／仲塔地区
黒木美笑子（副会長）
☎67−4903（仲塔）

担当／松尾地区
那須　正喜（副会長）
☎67−1538（中尾）

担当／尾前地区
尾前　誠一

☎67−5959（鶴の平）

担当／不土野地区
椎葉　芳江

☎67−5402（不土野中）

担当／尾八重地区
甲斐　泰孝

☎67−5345（瀧・春山）

担当／松尾地区
那須　照賢

☎67−1926（水越）

担当／上椎葉地区
山中　　功

☎67−2890（桑の木原）

担当／大河内地区
椎葉　順一

☎38−1110（本郷）

担当／上椎葉地区
宇賀　英子

☎67−2166（上椎葉下1）

担当／上椎葉地区
那須　敏秋

☎67−3088（夜狩内）

担当／小崎地区
右田タツ子

☎67−2901（川の口）

担当／松尾地区
那須　隆代

☎67−1429（岩屋戸上）

担当／向山地区
椎葉　利光

☎67−5504（追手納）

担当／主任児童委員
黒木　正典

☎67−2319（上椎葉中1）

担当／主任児童委員
松岡惠美子

☎67−1621（下松尾）

担当／栂尾地区
黒木　照美

☎59−0409（栂尾）
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むらのできごと
　

新
年
を
迎
え
た
１
月
２
日
、
小
崎
小
学

校
体
育
館
で
剣
道
の
初
げ
い
こ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
は
椎
葉
少
剣
か
ら
も
参
加
が
あ

り
、
小
中
学
生
か
ら
高
校
生
、
一
般
ま
で

総
勢
25
人
が
心
地
良
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

け
い
こ
の
後
は
、
保
護
者
が
用
意
し
た

豚
汁
で
体
を
温
め
、
一
年
間
の
頑
張
り
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

お
疲
れ
様
で
し
た
。

中
瀬
博
光
（
竹
の
枝
尾
日
当
）

小崎少剣
新春けいこ初め

　

三
年
間
ほ
ど
中
断
さ
れ
て
い
た
松
尾
婦

人
会
組
織
が
、
こ
の
度
公
民
館
女
性
部
と

し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
16
日
に
松
尾
小
学
校
体
育
館
で
開

催
さ
れ
た
設
立
総
会
に
は
、
会
員
数
約

１
２
０
人
の
内
75
人
の
方
が
出
席
さ
れ
、

東
臼
杵
教
育
事
務
所
の
竹
内
一
久
先
生
に

よ
る
講
演
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
が
あ

り
、
交
流
と
親
睦
を
深
め
な
が
ら
盛
会
時

に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
女
性
部
長
に
は
鹿
瀬
ア
ヤ
子
さ

ん
が
選
任
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

松
尾
公
民
館
長　

松
岡　

鍾

松
尾
公
民
館

　
　
　

女
性
部
設
立

新春の光を浴び、本年を飛躍の年へ

地域の輪が広がります

　

３
月
１
日
か
ら
、
村
内
で
ヤ
マ
メ
釣

り
が
解
禁
と
な
り
ま
す
。
村
漁
協
で
は

「
き
れ
い
な
河
川
で
、
楽
し
い
魚
釣
り
」

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
椎
葉
で
の
釣
り

を
大
い
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
遊
漁
期
間

　

平
成
20
年
３
月
１
日
〜
９
月
30
日

■
遊
漁
料
金

　

◎
耳
川
水
系
・
一
ツ
瀬
川
水
系

　
　

年
券
・
３
０
０
０
円

　
　

日
券
・
１
０
０
０
円

■
遊
漁
に
際
し
守
る
べ
き
こ
と

　

１
．
遊
漁
証
（
腕
章
）
の
購
入

　

２
．
遊
漁
証
の
携
帯

　

３
．
監
視
員
へ
の
遊
漁
証
提
示

　

４
．
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り

　

※
遊
漁
証
の
お
求
め
は
、
村
内
の
遊

漁
指
定
販
売
店
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

　

椎
葉
村
漁
業
協
同
組
合
事
務
局

　
（
役
場 

農
林
振
興
課
内
）

　

☎
０
９
８
２―
６
７―

３
２
０
６

【
向
山
川
】

　

・
向
山
倉
の
迫
谷
全
面

　

・
追
手
納
春
山
谷
全
面

【
不
土
野
川
】

　

・
大
岩
屋
谷
全
面

　

・
中
尾
谷
集
落
よ
り
上
流

【
尾
八
重
川
】

　

・
折
尾
谷
の
林
道
よ
り
上
流

　

・
一
ツ
戸
谷
全
面

【
大
河
内
川
】

　

・
九
州
大
学
演
習
林
内
全
面

　
（
合
戦
原
谷
よ
り
上
流
）

【
矢
立
川
】

　

・
大
越
谷
の
橋
よ
り
上
流

【
小
崎
川
】

　

・
葛
原
橋
よ
り
上
流

　

・
小
崎
谷
の
神
社
よ
り
上
流

【
春
の
平
谷
】

　

・
上
椎
葉
簡
易
上
水
場
取
口
よ
り
上
流
域

【
六
弥
太
谷
】

　

・
六
弥
太
谷
全
面

平
成
20
年 

指
定
禁
漁
区

３月１日から

ヤマメ釣り
解 禁

ルールを守って
楽しい釣りを！
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むらのできごと
　

平
成
12
年
１
月
４
日
か
ら
本
村
の
教
育

長
を
務
め
て
き
た
池
田
逸
夫
氏
が
、
１
月

３
日
付
け
で
二
期
目
の
任
期
が
満
了
と
な

り
退
任
し
ま
し
た
。

　

池
田
氏
は
、昭
和
35
年
に
教
職
に
就
き
、

以
来
40
年
間
県
内
各
校
で
勤
務
。
そ
の
内

３
年
間
ほ
ど
本
村
の
松
尾
中
学
校
で
校
長

並
び
に
村
の
校
長
会
長
と
し
て
勤
務
し
た

後
、
本
村
教
育
長
と
し
て
、
本
村
教
育
の

振
興
・
発
展
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

離
任
式
は
12
月
28
日
役
場
で
行
わ
れ
、

村
長
か
ら
辞
令
と
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
池
田
氏
は
「
職
員
の
皆

さ
ん
が
村
民
一
人
一
人
の
手
と
な
り
足
と

な
っ
て
頑
張
っ
て
欲
し
い
」と
あ
い
さ
つ
。

離
任
式
終
了
後
は
、
多
く
の
職
員
に
見
送

ら
れ
庁
舎
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。

　

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。
健
康
に
十

分
気
を
つ
け
ら
れ
、
今
後
も
村
政
発
展
の

た
め
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

離任式で職員より花束を
贈られた池田逸夫教育長

池
田
逸
夫
教
育
長 

退
任

　

昨
年
10
月
16
日
に
ご
逝
去
さ
れ
た
尾
前

達
朗
さ
ん
が
、
死
亡
叙
勲
と
し
て
、
旭
日

単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

故 

尾
前
達
朗
さ
ん
（
尾
前
下
）
は
、

昭
和
54
年
に
椎
葉
村
議
会
議
員
に
初
当
選

以
来
、
３
期
12
年
の
永
き
に
わ
た
り
在
職

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
椎
葉
村
議
会
文

教
厚
生
常
任
委
員
会
委
員
長
な
ど
要
職
を

歴
任
し
、
豊
富
な
経
験
を
も
っ
て
、
地
方

自
治
の
振
興
と
本
村
の
教
育
、
文
化
、
福

祉
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

昭
和
57
年
か
ら
の
２
年
間
、
村
議
会
議
員

の
多
忙
な
役
職
の
中
、
地
区
住
民
の
強
い

要
望
に
よ
り
尾
向
地
区
公
民
館
長
を
務
め

ら
れ
、
地
区
民
の
代
表
と
し
て
行
政
と
緊

密
な
連
携
を
と
り
、
地
区
発
展
の
た
め
多

大
な
尽
力
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
伝
達
式
が
役
場
村
長
室
で
行
わ

れ
、
ご
遺
族
の
尾
前
由
賀
志
さ
ん
へ
と
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

村長室での伝達式（12月28日）

故 

尾
前
達
朗
さ
ん
へ 

　

旭
き
ょ
く

日じ
つ

単た
ん

光こ
う

章し
ょ
う

　

１
月
９
日
、
椎
葉
駐
在
所
で
感
謝
状
の

贈
呈
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
重
要
な
情
報
を
迅
速
に
警
察

へ
通
報
し
、
窃
盗
犯
の
逮
捕
に
つ
な
が
っ

た
事
に
対
す
る
も
の
で
、
高
千
穂
警
察
署

長
よ
り
甲
斐
万
寿
也
さ
ん
（
追
手
納
）
へ

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
経
緯
は
次
の
と
お
り
。

■
12
月
４
〜
５
日

　

五
ヶ
瀬
町
鞍
岡
で
自
動
車
盗
が
発
生

■
12
月
５
日

　

オ
フ
ト
ー
ク
で
村
民
へ
広
報

■
12
月
10
日
午
後
７
時
30
分

甲
斐
万
寿
也
さ
ん
が
住
民
か
ら
聞
い
た
わ

ず
か
な
情
報
を
も
と
に
、駐
在
所
へ
通
報
。

こ
れ
が
重
要
な
手
が
か
り
と
な
り
、
盗
難

車
の
番
号
が
判
明
。
県
下
全
域
へ
手
配

■
12
月
11
日
未
明

高
千
穂
所
員
が
五
ヶ
瀬
町
内
で
車
を
発

見
し
、
犯
人
を
逮
捕

感謝状を受け取った甲斐万寿也
さん（中央）。右が松木左都夫 
高千穂警察署長。左が桑畑俊彦 
椎葉駐在所長

甲
斐
万
寿
也
さ
ん
へ

　

感
謝
状

椎葉
晃充
村長の

１月の
動き▲消防出初式で点検長（６日）

４
日　

仕
事
始
め
式
（
役
場
）

　
　
　

成
人
式
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

６
日　

消
防
出
初
式（
椎
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

７
日　

庁
議
（
役
場
）

10
日　

個
人
情
報
保
護
審
査
会
（
役
場
）

　
　
　

新
春
賀
詞
交
歓
会

　
　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

11
日　

県
町
村
会
役
員
会
（
宮
崎
市
）

15
日　

緑
資
源
機
構
役
員
会
（
宮
崎
市
）

20
日　

小
崎
公
民
館
新
春
懇
談
会（
小
崎
）

21
日　

当
初
予
算
査
定
（
〜
23
日
・
役
場
）

23
日　

宮
崎
交
通
（
株
）
社
長
来
村

25
日　

県
砂
防
協
会
（
宮
崎
市
）

28
日　

緑
資
源
機
構
要
望
（
福
岡
県
）

31
日　

全
国
町
村
長
定
期
総
会（
東
京
都
）
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＊＊　フォトトピックス　＊＊

椎葉村消防出初式（平成20年１月６日）

村民の生命と財産を守る！

椎葉村消防団
団員数３０１人

▲季節限定の菜豆腐「七草豆腐」

　

無
農
薬
で
栽
培
さ
れ
た
椎
葉
の
七

草
。
今
年
も
全
国
へ
と
出
荷
さ
れ
て
行

き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
１
月
７
日
の
朝

に
七
草
が
ゆ
を
食
べ
ま
し
た
か
？

▲市場で大人気の椎葉の七草

芹（せり）　
薺（なずな）

御形（ごぎょう）
繁縷（はこべら）

仏の座（ほとけのざ）
菘（すずな）

蘿蔔（すずしろ）
これぞ七草！

春の七草で
今年も健康！
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▲とても上手にできました

青年サンタが
やって来た！

＊＊　フォトトピックス　＊＊
　

１
月
17
日
、
尾
向
小
学
校
で
行
っ

た
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室
。
指
導
し

て
く
れ
た
の
は
那
須
美
由
紀
さ
ん

（
鹿
野
遊
）。
板
に
絵
の
具
で
色
を
塗

り
、
か
わ
い
い
キ
ー
フ
ッ
ク
の
で
き

あ
が
り
。

ト
ー
ル

　

ペ
イ
ン
ト
教
室▲先生が優しくお手本を見せます

　

本
村
出
身
の
二
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
、

今
年
も
全
国
で
活
躍
し
ま
し
た
。
今
後

も
み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

新
春
に
駆
け
抜
け
た

二
人
の
ラ
ン
ナ
ー

ＯＫＩ陸上競技部

甲斐みのり さん
松尾中 卒業生

（新石原出身）

■
第
27
回 
全
日
本
実
業
団
対
抗
女
子

駅
伝
競
走
大
会
（
12
月
16
日・岐
阜
県
）

　

記
録
：
14
位
（
全
20
チ
ー
ム
）

■
第
26
回 

全
国
都
道
府
県
対
抗
女
子

駅
伝
（
１
月
13
日
・
京
都
府
）

　

記
録
：
４
位
（
全
47
チ
ー
ム
）

国士舘大学３年

山中 貴弘 さん
椎葉中 卒業生

（桑の木原出身）

■
第
84
回 

東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅

伝
競
争
（
１
月
２
日
〜
３
日
）

　

記
録：13
位・区
間
12
位（
全
20
チ
ー
ム
）

　12月24日のクリスマスイヴ。本物のサ
ンタさんから依頼を受けたかどうかはさ
ておいて、今年も青年サンタがやって来
た。夢とプレゼントを届けるために、村
内100人の子どもたちのもとへ。

　今年のタイトルは『ＴＨＥ青年じゃないよサンタだよ！いいんだよ〜ぐりーん
ダヨ！君のお家へ愛届けますＦＥＳ』。子どもも大人も大喜び。中には泣き出す子
も。５人のサンタは大忙し。

煙突探しはあきらめて、
玄関から

メリー
クリスマース♪

は〜い！

おりこうさんに
してた人

こんばんは〜
こ
の
ひ
と

し
っ
ち
ょ
る
よ
〜

マイカーでやって来た
サンタさん･･･
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 It’s been some time since last I wrote here, and I’ve seen a few new 
things.  In the end of November, I traveled to Fukuoka for the last 
weekend of the Kyushu sumo tournament.  I’ll admit to finding sumo 
very confusing.  Between the flung salt, the elaborate ritual, the 
costumed judges, and the rapid announcing, I found it quite difficult to 
tell anything of what transpired.  That did not reduce my enjoyment of 
the afternoon by even the smallest amount.  The heavy warriors were 
surprisingly quick on their feet, and the brief but exciting battles were 
consistently compelling.  It was an excellent experience and one I’d be 
all too happy to repeat.

 And of course, a new year is upon us.  I spent the holidays traveling with a friend.  
She had never been to Japan, so it fell upon me to be our guide, as woefully 
unsuited as I am to the task.  But we enjoyed ourselves in Beppu, in the hot springs 
and walking amongst the hells, and in Fukuoka, enjoying the nightlife and the 
excellent shopping.  My friend found Japanese fashion very much to her taste, and 
went home with a new haircut and a suitcase full of recently purchased clothes.  And 
we also enjoyed a quiet Christmas here in Shiiba.

　前回書いてからだいぶ時が過ぎ、私はまたいくつか新しい体験をしました。11月末に相撲の
九州場所千秋楽を見に福岡へ行ったことを書きましたが、相撲は私にとってとてもびっくりさ
せられるものでした。土俵で塩をまく間の、厳格なしきたりや行司の衣装、そしてすばやいア
ナウンス。私はその時会場に満ちた雰囲気がなんであるか分かりませんでした。それでも私は
充分楽しみました。体重の重い力士が意外にも足の動きがすばやく、短時間の、エキサイティ
ングな戦いが次々に繰り返され、感心せざるをえませんでした。とても素晴らしい経験でした。
　そして新しい年になりました。私は休みの間、友達と旅行をして過ごしました。彼女は日本

を訪れたことがないので私に案内役をさせたのですが、まったく適さない任務でした。しかし私たちは温泉に入ったり、
地獄めぐりをしたりして別府を楽しむことができましたし、福岡では夜の街やショッピングも楽しめました。友達は日本
のファッションが彼女の好みにとても合っていると言い、帰る時には髪を新しい髪型に切り、スーツケースは購入した服
で一杯になっていました。そして更にクリスマスを静かに椎葉で楽しく過ごしました。

和訳：黒木睦美さん（栂尾出身）

　さて、これから新しいコーナーを紹介しましょう。英語での簡単な会話の中からみなさんが面白いと感じたり役に立ち
そうなものを挙げたいと思います。今月は２つかそれ以上のものを対比して話すときに使う言い回しを教えます。
例：Mr. Lee is taller than Mrs. Lee.（リー氏は彼の妻よりも背が高い）
　　A car is faster than a bike.（車はバイクよりも速い）
　　A brick is heavier than a feather.（レンガは羽よりも重い）

「than」という言葉は形容詞の後について２つのものを比較する時に使います。お気づきだと思いますが、「heavy重い」
という単語は「heavier」になっています。最後の文字が「y」だと「y」は「-ier」文字にかわります。英語は不規則なも
のでいっぱいなので、気をつけて下さい。この変換方法が使えない事もまれにあります。例えば「good」は「gooder」
という風にはならず、「better」となります。そして「fun」のようないくつかの単語は比較の形をとらず、「more」とい
う単語をくっつけて記述しなければなりません。
例：Baseball is more fun than homework.（野球は宿題よりも楽しい）
比較するものが３つもしくはそれ以上の場合、同じように応用しますが、最尾は「-est」にかわります。
例：John is the tallest person on his team.（ジョンはチームの中で一番背が高い）
比較するものが３つもしくはそれ以上の場合、「than」という単語は使いません。また「good」は「best」となり、「more」
は「most」に取ってかわります。
例：My mother is the best cook in town.（私の母は町で一番料理が上手い）
　　Basketball is the most fun of all sports.（バスケットボールは全てのスポーツの中で１番楽しい）

Kevin VanEvery
ケヴィン　ヴァンエブリー
（椎葉村外国語指導助手）

「ケヴィンくんの
目が点！！」
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昔
、
あ
る
所
に
、
久
兵
衛
と
い
う
若
者

が
住
ん
で
お
っ
た
そ
う
じ
ゃ
。
あ
る
日
、
隣

の
村
に
、
峠

と
う
げ
越ご

し
を
し
て
行
き
よ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
八
合
め
ほ
ど
来
た
と
き
に
、
狼

お
お
か
みが
、

喉の
ど

に
何
か
骨
の
よ
う
な
も
の
を
、
引
っ
か
け

て
、
苦
し
ん
で
お
っ
た
。
久
兵
衛
は
、
か
わ

い
そ
う
に
思
う
て
「
ど
れ
ど
れ
、
俺
が
取
っ

て
や
ろ
う
」
ち
て
言
う
て
、
狼
の
喉
に
手
を

入
れ
て
、
そ
の
骨
を
取
っ
て
や
っ
た
。
狼
は

喜
う
で
、
久
兵
衛
に
、
お
礼
に
、
自
分
の
口く

ち

髭ひ
げ

を
抜
い
て
渡
し
て
「
こ
こ
で
命
が
果は

つ
る

よ
う
な
時
ぃ
、
こ
の
口
髭
を
吹
け
。
そ
う
す

れ
ば
、
俺
が
、
供
の
者
を
引
き
連
れ
て
、
助

け
に
来
て
や
る
」
ち
て
言
う
た
。
そ
こ
で
久

兵
衛
は
、
狼
の
く
れ
た
口
髭
を
ば
、
大
事
に

懐ふ
と
こ
ろに
入
れ
て
、
峠
を
越
え
て
行
き
よ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
ど
こ
で
ど
う
道
を
迷
う
た

か
、
深
い
険け

わ

し
い
谷
間
に
迷
い
込
ん
で
し
も

う
た
。
そ
こ
に
は
、
後
か
ら
聞
く
と
、
山や

ま
ん
ば姥

の
滝
と
い
う
滝
が
あ
っ
た
そ
う
じ
ゃ
。さ
ぁ
、

だ
ん
だ
ん
日
も
暮
れ
て
く
る
。「
こ
り
ゃ
あ
、

困
っ
た
こ
と
じ
ゃ
。
ど
こ
か
、
泊
め
て
も
ら

え
る
家
を
探
さ
に
ゃ
あ
い
か
ん
」。
久
兵
衛

が
滝
の
下
を
歩
い
て
お
る
と
、
向
こ
う
に
、

一
軒
の
家
が
あ
っ
た
。
久
兵
衛
は
喜
う
で
、

急
い
で
そ
の
家
に
行
て
「
道
の
迷
う
て
来

た
者も

ん

じ
ゃ
が
、
今
晩
、
泊
め
て
も
ら
え
ん

か
」。
こ
の
家
は
山
姥
の
棲
み
家
じ
ゃ
っ
た
。

出
て
来
て
山
姥
は
、「
泊
め
て
や
っ
て
も

え
ぇ
。
え
ぇ
が
、
今
晩
は
、
寄
り
合
い
が
あ

る
。
俺
は
特こ

て
い牛
の
牛
①
を
一
匹
飼や

し
のう
て
お
る

が
、
こ
の
牛
の
番
を
見
ち
ょ
っ
て
く
れ
ぃ
」。

泊
め
て
も
ら
う
代
わ
り
に
、
そ
う
言
う
て

山
姥
に
頼
ま
れ
た
。
牛
は
山
姥
の
お
る
う

ち
は
、
お
と
な
し
く
し
て
お
っ
た
が
、
山
姥

が
、
寄
り
合
い
に
行
く
と
、
暴あ

ば

れ
始
め
た
。

「
こ
り
ゃ
あ
、
突
き
殺
さ
る
る
か
も
し
れ
ん
。

そ
う
じ
ゃ
、
昼
間
助
け
て
お
い
た
狼
が
『
命

の
尽
き
る
時
だ
と
思
う
た
と
き
ぃ
、
こ
の
口

髭
を
吹
け
』
ち
て
言
い
よ
っ
た
」。
久
兵
衛

は
懐
か
ら
狼
の
口
髭
を
取
り
出
し
て
、
フ
ー

ち
て
吹
い
て
み
た
。
す
る
と
何
十
匹
と
も

知
れ
ん
ほ
ど
の
狼
が
特
牛
の
牛
の
お
る
小

屋
を
取
り
囲
ん
だ
。
そ
し
て
牛
の
番
を
し

て
く
れ
た
。
こ
う
し
て
夜
中
過
ぎ
に
は
、
山

姥
も
寄
り
合
い
か
ら
戻
っ
て
来
た
。
山
姥
の

言
う
事
に
ゃ
あ
、「
久
兵
衛
ど
ん
。
こ
の
特

牛
の
牛
は
、
暴
れ
ん
か
っ
た
か
？
」。
久
兵

衛
は
、「
ち
ょ
っ
と
暴
れ
た
け
ん
ど
、
俺
が

叱し
か

り
飛
ば
し
た
り
ゃ
あ
、
お
と
な
し
く
し
て

お
っ
た
」。
そ
う
し
て
床
に
就
い
た
。

　

夜
が
明
け
て
か
ら
、
山
姥
は
久
兵
衛

に
「
こ
の
特
牛
の
牛
の
番
を
し
て
く
れ
た

者
は
誰
も
お
ら
ん
。
褒ほ

う

美び

に
こ
の
米
袋
を

や
ろ
う
。
こ
の
米
袋
の
中
に
は
、
米
が
五

合
ほ
ど
入
っ
て
お
る
が
、
久
兵
衛
が
一
代

食
っ
て
も
食
い
と
ら
ん
ぞ
。
毎
日
、
一ひ

と

抓つ
ま

み
ほ
ど
鍋
に
入
れ
て
炊
け
ば
、
お
前
の
一

日
食
い
は
あ
る
。
じ
ゃ
が
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
あ
っ
て
も
、
米
の
残
ら
ん
よ
う
に

炊
い
た
ら
、
い
か
ん
ぞ
。
必
ず
『
タ
ネ
』

を
残
し
て
お
か
に
ゃ
い
か
ん
」。

　

久
兵
衛
は
、
そ
の
米
袋
を
、
自
分
の
家

に
持
ち
帰
っ
て
、
山
姥
の
教
え
た
よ
う
に
、

毎
日
そ
の
米
袋
か
ら
、
米
一
抓
み
取
り
出

し
て
、
鍋
に
入
れ
て
、
炊
い
た
。
明
け
て

も
暮
れ
て
も
、
お
い
し
い
米
の
飯
ば
か
り

じ
ゃ
っ
た
。
す
る
と
そ
の
内
ぃ
、
村
人
た

ち
が
「
近
頃
は
、
久
兵
衛
の
奴
ぁ
、
仕
事

も
せ
ん
と
、
毎
日
毎
日
、
米
の
飯
を
食
い

よ
る
が
、
ど
う
し
て
じ
ゃ
ろ
う
か
？
」。
そ

の
よ
う
に
評
判
し
始
め
た
。
そ
う
し
て
久

兵
衛
の
所
に
来
て
「
俺
共
は
難な

ん

儀ぎ

坊ぼ
う

で
、

正
月
に
も
よ
う
米
の
飯
は
食
て
お
ら
ん
が
。

俺
共
に
も
、
ご
馳
走
し
て
み
よ
！
」。
久
兵

衛
は
人に

ん

間げ
ん

好よ

し
じ
ゃ
っ
た
か
ら
、
村
人
を

集
め
て
、
米
の
飯
を
炊
い
て
、
食
わ
せ
た
。

と
こ
ろ
が
村
人
は
多
い
の
で
、
山
姥
の
不

思
議
な
米
袋
の
米
も
、
一
握
り
や
二
握
り
で

は
足
ら
ざ
っ
た
。
久
兵
衛
は
、
山
姥
の
言

う
た
こ
と
は
忘
れ
て
し
も
う
て
、
袋
の
『
タ

ネ
』
を
残
さ
ず
に
、
全
部
炊
い
て
し
も
う

た
。
そ
れ
か
ら
は
、
米
袋
に
米
は
、
一
粒
も

無
う
な
っ
て
、
空
袋
に
な
っ
て
し
も
う
た
。

　

何
事
に
よ
ら
ず
『
タ
ネ
』
は
残
し
て
お

く
も
ん
じ
ゃ
、
と
い
う
お
話
。

（
聞
き
手　

西
南
学
院
大
名
誉
教
授　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
中 

耕
作
）

①
特
牛
の
牛
＝
強
健
で
重
荷
を
負
え
る
牡
牛
。

話　

型
＝
山
姥
の
お
つ
く
ね（
麻
糸
の
毬
）

発
端
句
＝
昔
、
あ
る
所
に

結
末
句
＝
と
い
う
お
話

椎
葉
の
民
話

100

「
山や

ま
ん
ば姥

か
ら
も
ら
っ
た
米
袋
」

語
り
手　

那
須 

英
一 
さ
ん（
水
越
）

昭
和
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

椎
葉
の
散
歩
道

　

久
兵
衛
は
山
姥
の
く
れ
た
不
思
議
な
米
袋
の

お
蔭
で
、
当
時
お
金
同
様
に
貴
重
な
米
に
、
不

自
由
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
椎
葉
で
は
、
つ
い

五
十
年
前
ま
で
、
自
給
自
足
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

確
か
に
、
本
格
的
に
田
圃
を
増
や
し
始
め

た
の
は
全
国
的
な
戦
中
戦
後
の
食
料
増
産
計

画
に
呼
応
し
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
し
か
し
、

九
州
中
央
山
地
の
真
っ
只
中
。
四
方
、
美
し

い
自
然
に
囲
ま
れ
て
こ
そ
い
る
が
水
路
を
築

く
の
に
は
難
渋
し
た
。
急
速
に
田
圃
が
増
え

る
の
は
、
昭
和
三
十
五
、六
年
ご
ろ
の
こ
と

だ
と
い
う
。
黒
い
太
い
ゴ
ム
ホ
ー
ス
で
、
谷

か
ら
水
を
引
き
、
平
ら
な
畑
を
、
次
々
に
田

圃
に
変
え
て
い
っ
た
の
だ
、
と
い
う
。
し
か

し
、
当
初
は
ま
だ
化
学
肥
料
も
な
く
、
収
穫

は
少
な
か
っ
た
。
村
民
が
、
米
を
主
食
に
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
こ
ろ
か
ら

だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
い
う
。

　

そ
の
こ
ろ
ま
で
の
主
食
は
、
丸
麦
・
小
豆
・

蕎そ

ば麦
、
あ
る
い
は
唐と
う

黍き
び

・
粟あ
わ

・
稗ひ
え

な
ど
の
雑

穀
の
ご
飯
や
お
粥
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
昔
の

椎
葉
の
主
婦
の
た
め
に
言
え
ば
、
最
近
の
こ

と
だ
が
、
親
し
い
方
か
ら
唐
黍
を
、
前
夜
か

ら
丸
の
ま
ま
水
に
浸
し
て
、
昔
の
炊
き
方
で

御
飯
の
よ
う
に
炊
い
て
も
ら
っ
た
。
食
べ
て

見
る
と
、
市
販
の
玉と
う
も
ろ
こ
し

蜀
黍
の
缶
詰
と
は
う
っ

て
か
わ
っ
て
、
皮
な
ど
口
に
残
ら
ず
、
歯
触

り
も
、
舌
蝕
り
も
、
味
も
、
全
く
お
米
の
御

飯
と
同
じ
で
、
む
し
ろ
美
味
し
く
、
す
ぐ
に

も
、
椎
葉
の
雑
穀
ご
飯
を
試
し
て
み
た
い
、

と
思
っ
た
の
だ
が
、
し
み
じ
み
椎
葉
の
お
母

さ
ん
は
た
だ
者
で
は
な
い
、
心
打
た
れ
、
自

分
の
認
識
不
足
が
恥
ず
か
し
か
っ
た
。
そ
れ

は
そ
れ
と
し
て
、
五
十
年
程
前
ま
で
椎
葉
は

す
べ
て
自
給
自
足
だ
っ
た
。
お
米
の
ご
飯
を

食
べ
た
の
は
お
盆
か
お
正
月
だ
っ
た
。

　

山
姥
が
褒
美
に
く
れ
た
不
思
議
な
袋
は『
タ

ネ
』
を
残
し
て
お
く
限
り
、
い
く
ら
使
っ
て

も
決
し
て
無
く
な
る
こ
と
の
な
い
米
袋
だ
っ

た
。
そ
れ
も
そ
の
米
袋
の
米
た
っ
た
一
抓
み
を

鍋
に
入
れ
て
炊
け
ば
、
そ
れ
だ
け
で
、
久
兵

衛
一
人
一
日
分
く
ら
い
、
十
分
だ
っ
た
。
貴
重

な
お
米
で
御
飯
を
炊
い
て
腹
一
杯
食
べ
て
い
る

久
兵
衛
を
見
て
、
村
中
の
人
々
が
目
を
剥む

い

た
の
は
無
理
も
な
い
こ
と
だ
。 （
山
中 

耕
作
）



お 知 ら せ

Public Relations of  SHIIBA 1�2008（H20）２月号

ホームページ「みやざき
住まいの安心情報バンク」
〜愛称『ゆとりネット』〜
の開設

　県では、住まいづくりを考える県民
や本県への移住を検討されている県外
の方々の安全・安心な住生活を支援す
るホームページを開設いたしました。
　ホームページには、住宅の建設や
リフォーム、耐震診断、税金、公営
住宅の募集情報など、住まいに関す
る様々な情報を掲載しております。
　皆様からのたくさんのアクセスを
お待ちしております。

【ホームページアドレス】
　http://www.yutori-net.jp/
■問い合わせ先
　宮崎県住宅供給公社
　　☎０９８５−２４−６６１６
　県土整備部 建築住宅課
　　☎０９８５−２６−７１９４

生涯学習フェスティバル
　村民の皆さんが主役である「第19
回生涯学習フェスティバル」が開催
されます。多くの皆さんの参加をお
待ちしています。
■日時　２月24日（日）8：50開会
■場所　開発センター
■内容　実践発表（大正琴演奏・ヒッ
プホップダンス）、記念講演（講師：
村松真貴子氏）、各種体験コーナー、
作品展示　他
■その他　事前に各組合長へ申し込
まれた方には弁当を準備します。
■問い合わせ先
　椎葉村 教育委員会
　　☎０９８２−６７−２８５０

「国土保全大使」体験
ツアー参加者募集

　耳川流域国土保全協議会では、国
土保全に関心を持つ方と山村との交
流のために１泊２日の体験ツアーを

行います。
　今回は、植樹活動体験、吉野宮座
頭さん祭り、山の幸の交流会を楽し
みます。
　「全村森林公園」諸塚村を舞台に
した森の恵みと人とのふれあい探し
の旅です。
　ご家族、お友達で、是非ご参加く
ださい。
■開催日時（日向市中央公民館発着）
　出発：３月27日（木）午前９時発
　到着：３月28日（金）午後４時着
■行き先　諸塚村内各所
■対象者　日向市、門川町、美郷町、

諸塚村、椎葉村にお住いの方
　（小・中学生は保護者同伴）
■募集人員　50名様（先着順）
■参加費
　大人5,000円（中学生以下2,500円）
　※１泊４食及びバス代を含む
■宿泊先　諸塚村内の旅館・民宿
　（決定通知後にご連絡します）
■申込締切　３月14日（金）

※決定の通知は３月21日（金）ま
でにいたします

■申込先 及び 問い合わせ先
　東郷町地域自治センター 
　産業振興課
　　☎０９８２−６９−３９０２

平成20年度「県立高等
学校日向地区生徒寮」
入寮者募集

■募集人員　男子25人　女子20人
■入寮対象高校（県立高校）
　富島高等学校・日向高等学校
　日向工業高等学校・門川高等学校
■入寮資格

①平成20年度 県立高等学校への
入学試験に合格した生徒及び在
校生

②自宅からの通学が不可能な生徒
③自己管理能力、協調性及び忍耐

力等を有し、健全な寮生活が送
られる生徒

■出願手続　入寮願いに必要事項を
記入の上、中学校へ提出（高校生
は在学する学校へ提出）

■寮費　現行月額29,100円
　（１日３回の食事を提供。ただし、

月１回閉寮日あり）
■問い合わせ先
　日向地区生徒寮
　　☎０９８２−５２−２８０５
　富島高等学校（管理校）
　　☎０９８２−５２−２１５８

公営住宅（大河内団地）
入居者募集

■募集住宅　大河内公営住宅（３戸）
１．概要
　所　在　地：椎葉村大字大河内
　　　　　　　708番地93
　構 造 階 数：木造平屋建て
　住戸タイプ：３LDK（75.24㎡）
　家　　　賃：20,200円〜
２．入居者の条件

①所得金額から扶養控除を引き、
その金額を12 ヶ月で割った金
額が20万円以下の世帯

②住宅に困窮している世帯
（詳しくは管財係にご相談下さい）

３．申入受付期間
　平成20年２月７日（木）
　　　　〜３月12日（水）

◎入居希望の方は、入居申込用紙
を役場総務課管財係まで取りに
来てください。

◎応募者多数の場合は、住宅選考
委員会で入居者を決定いたし
ます。

４．入居者説明会
　平成20年３月19日（水）予定
■申入先 及び 問い合わせ先
　役場 総務課 管財係
　　☎０９８２−６７−３２０１

イ ベ ン ト 情 報

自衛隊の募集について

募集種別 資　格 受付締切

２等陸海空士(男子) 18歳以上･27歳未満 平成20年２月14日（木）

■問い合わせ先　自衛隊日向募集事務所　　☎０９８２−５２−６９１４
　　　　　　　　役場 総務課 消防交通係　 ☎０９８２−６７−３２０１

募　　集



Shiiba Information

お知らせ
２月

●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●椎葉村メールアドレス
shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内のうごき  ●１月１日現在
　男　　1,647人（−　2）
　女　　1,656人（　　1）
　計　　3,303人（−　1）
世帯数　1,270戸（　　1）

Public Relations of  SHIIBA 1� 2008（H20）２月号

お 知 ら せ
２月の納税について

　２月は、固定資産税（４期）と国
民健康保険税（９期）の納税月です。
期限内（２月29日）までに納付して
いただきますようお願いします。ま
た、口座振替の方も残高をご確認く
ださい。
■問い合わせ先
　役場 税務住民課
　　☎０９８２−６７−３２０５

「行政相談」の開催に
ついて

　行政相談が次のとおり行われま
す。行政に関することならどんなこ
とでもけっこうですので、気軽にご
相談ください。
■日時　２月12日（火）・３月11日（火）
■時間　10時〜 15時
　※毎月第２火曜日
■場所　椎葉村高齢者センター

「心配ごと相談」の
開設について

　心配ごと相談が次のとおり行われ
ます。心の悩みを相談してにてはい
かがでしょうか。
■期日　２月18日（月）・３月17日（月）
　※毎月第３月曜日

（ただし、祝祭日の場合は翌日）

■場所　保健センター「すこやか館」
■問い合わせ先
　社会福祉協議会
　　☎０９８２−６７−２２７５

こころの健康相談に
ついて

　精神障がい者や家族及び地域住民
を対象に、医療や精神福祉に関する
相談を実施しています。費用は無料
で、精神科医師や保健師が相談にあ
たります。予約制ですので事前に連
絡をしてください。
■期日　２月19日（火）
　　　　　（担当：瀧井病院医師）
　　　　３月18日（火）
　　　　　（担当：保健師対応）
　※毎月第３火曜日
■時間　13：30 〜 15：30
■場所　日向保健所
■予約申し込み先
　日向保健所 健康づくり課 
　疾病対策担当
　　☎０９８２−５２−５１０１

守っていますか？
宮崎県の最低賃金

　宮崎県の最低賃金が改正されまし
た。改正された金額及び発行日は次
のとおりです。

業　　種
改正後の
時間額

発行日

宮崎県最低賃金 ※ 619円 H19/10/27

産業別最低賃金

業　　種
改正後の
時間額

発行日

肉製品、乳製品
製造業

647円 H19/12/29

電気機械器具等
製造業

677円 H19/12/29

各種商品小売業 660円 H19/12/26

自動車（新車）
小売業

689円 H19/12/15

※宮崎県最低賃金は、業種等に関係
なく、また、パートタイマー、ア
ルバイト等を含む全ての労働者に
適用されます。

■問い合わせ先
　宮崎労働局 賃金室
　　☎０９８５−３８−８８３６

確定申告はお早めに
　確定申告の時期が近づいてきま
した。
　平成19年分の所得税の確定申告期
間は、平成20年２月18日（月）から
平成20年３月17日（月）までとなっ
ています。
　所得税は、納税者自身が所得金額
や税額を正しく計算して納税する申
告納税制度をとっていますので、所
得金額や税額を正しく計算し、申告
と納税は、期限内にお済ませくださ
い。確定申告書の提出は、郵送等で
も結構です。
　申告期限が間近になりますと、申
告会場は大変混雑し、長時間かかる
場合もありますので、お早めに申告
をお済ませください。
■問い合わせ先
　延岡税務署 個人課税部門
　　☎０９８２−３２−３３０３
※国税庁ホームページで簡単に申告

書等の作成ができます。是非ご利
用ください。

■確定申告書等作成コーナー
　【ホームページアドレス】
　　http://www.nta.go.jp

身近な民事トラブル
解決は簡易裁判所で

　日常生活を送っていると、様々な
民事トラブルに出合うこともあるか
とおもいます。当事者間では解決で
きない場合などには、簡易裁判所の
民事手続きを利用してみませんか。
　最寄りの簡易裁判所では、手続き
の概要や申立の方法についての説明
を受けることができます。また、簡
易裁判所には、自分で簡単に完成さ
せることができる訴状や調停申立書
の定型用紙が備えつけられています。
■問い合わせ先
　日向簡易裁判所
　　☎０９８２−５２−２２１１（代表）



Public Relations of  SHIIBA 1�2008（H20）２月号

カメラ さんぽ

▲代表者により行われた恒例の鏡開き。
飛躍の年を願い力が込められました。

（１月10日・開発センター）

新
春
賀
詞
交
歓
会

　

村
商
工
会
主
催
に
よ
り
行
わ
れ
、
同
会

員
や
行
政
関
係
者
、
区
長
や
各
種
団
体
の

代
表
者
な
ど
、約
90
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

▲積雪で向かえた新年。12日は気温
20度超。今年はどんな年になるので
しょうか。（12月30日・畑鳥の巣）

椎
葉
の
山
も
雪
景
色

　

年
末
に
日
本
列
島
を
襲
っ
た
寒
波
。
椎

葉
に
も
た
く
さ
ん
の
雪
が
降
り
積
も
り
、

辺
り
一
面
の
銀
世
界
と
な
り
ま
し
た
。

　「今年は縁起がいいかも」と言う旧岩屋戸の甲斐絹代さ
ん。自宅で飼っているニワトリが巨大な玉子を産みまし
た。手に持っているのは近所に住む甲斐晃太くん（松尾小
１年）。左手がいつも産んでるタマゴで50ｇ。右手はなん
とその３倍の155ｇ。割ってみると中には普通のタマゴ
がそのまま一つ入っていました。（１月13日・旧岩屋戸）

タ
マ
ゴ
の
中
に

も
一
つ
タ
マ
ゴ

　講師は、水上村物産館「山の幸館」館長・椎葉信博さん。
ソバの実の生産、加工から、打ち方、茹

ゆ

で方まで詳しく指
導。加工グループや旅館民宿の経営者など約30人の受講
生からは、その技に対し、終始感嘆の声が上がっていまし
た。（12月17日・開発センター）

　需要の高い椎葉のソバ。その声
に答えるために「椎葉ソバの生産
及び加工の効率化研修」を開催。
講演と実演が行われました。

椎葉ソバの
生産と加工の研修

　その年の健康を願うどんど焼き。今年も村内各地で行わ
れました。上椎葉地区の厳島神社境内では、近所の人が持
ち寄った注

し め な わ

連縄や古いお札が神事によるお清めの後に焼納
されました。また、上椎葉神楽保存会による神楽奉納（太
鼓開き）も行われ、参加者にはぜんざいが振る舞われました。

（１月13日・上椎葉）

太
鼓
開
き
と

ど
ん
ど
焼
き
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　大きな掛け声と
ともにフジカズラ

で地面をたたいて回る「モグラ打ち」。もぐらを追
い出すとともに、土地をたたくことによって大地の
霊を鎮め、収穫をより豊かに願う行事です。

春夏秋冬　まるごと椎葉

　小正月の前日である正月14日をコ
ドシと言い、柳の枝に稗餅や粟餅で
メージョウ（餅花）を作り、農作を
祈願します。メージョウには雑穀餅
や様々な穀物のほか、コノミヤと称
して稗

ひえ

穂
ほ

・粟
あわ

穂
ほ

の作り物も飾ります。

小正月飾り
「メージョウ」

小豆のあんこで作られた 福寿殿。
「今年も豊作でありますように」と
焼酎が供えられた

昔ながらの飾り付けを続ける
那須芳蔵さん ケサノさん ご夫妻

（１月15日・戸屋の尾）

「モグラ打ち」

　各家々を回る尾八重地区の小学生５人。力を
込めて地面をたたき、手は真っ赤、カズラはボ
ロボロ。途中ぜんざいをいただきひと休み。お
礼にもらった餅やお菓子で、リュックの中はいっ
ぱいです。（１月14日・松木）

♪ とーしの はじめの じゅうよっか
　 しゃーえん（菜園）ばたけのモグラウチ
　 モグラのびんたも いたかろな ♪
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奥
様
必
見
！ 

掃
除
機
は
リ
ス
ト

ラ
。
洗
濯
物
は
一
度
た
た
ん
で
か
ら

掛
け
て
乾
か
す
。
い
か
に
手
間
を
か

け
ず
、
無
駄
な
く
、
そ
し
て
安
全
に
、

家
事
を
こ
な
す
か
？ 

究
極
の
手
抜

き
家
事
レ
シ
ピ
集
。

出
生　
お
め
で
と
う

　
　

桑
原 

李も

音ね 

ち
ゃ
ん

（
桑
の
木
原
）
崇
・
恵 

さ
ん

　
　

那
須 

乙い
つ
み心 

ち
ゃ
ん

（
下
椎
葉
）
裕
喜
・
智
枝
美 

さ
ん

　
　

甲
斐 

孝こ
う

輔す
け 

く
ん

（
向
山
日
添
）
孝
規
・
美
恵 

さ
ん

死
亡　

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

椎
葉　

秀
行 

様（
向
山
日
添
）八
十
四
歳

黒
木
フ
ミ
子 

様（
尾　
　

崎
）八
十
一
歳

那
須
弥
伊
蔵 

様（
畑
鳥
の
巣
）八
十
歳

中
瀬
キ
ク
エ 

様（
若　
　

宮
）九
十
一
歳

香
典
返
し

　

故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

椎
葉
ク
ニ
子 

様
（
向
山
日
添
）

　
（
故 

椎
葉 

秀
行 

様
）

那
須
ミ
ヤ
子 

様
（
畑
鳥
の
巣
）

　
（
故 

那
須 

弥
伊
蔵 

様
）

中
瀬　

勝
利 
様
（
若
宮
）

　
（
故 
中
瀬 

キ
ク
エ 

様
）

戸
籍
だ
よ
り
（
12
月
分
）

上
旬　

３
月
定
例
議
会

　
　
　

村
健
康
づ
く
り
推
進
大
会

１
日　

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　
　
　
　
（
〜
７
日
）

　
　
　

ヤ
マ
メ
釣
り
解
禁

　
　
　
　
（
〜
９
月
30
日
）

２
日　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
祭

３
日　

消
防
団
防
火
査
察（
村
内
各
地
）

４
日　

予
防
接
種
（
三
種
混
合
）

　
　
　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
座
閉
講

　
　
　

県
立
高
校
入
試
（
〜
５
日
）

６
日　

歯
科
健
診

11
日　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

　
　
　

行
政
相
談（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

15
日　

ス
ポ
少
お
別
れ
大
会

16
日　

家
庭
の
日（
毎
月
第
３
日
曜
日
）

　
　
　

郡
壮
年
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
（
諸
塚
村
）

17
日　

中
学
校
卒
業
式

　
　
　

心
配
ご
と
相
談（
す
こ
や
か
館
）

18
日　

乳
児
健
診
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
ポ
リ
オ
・

乳
児
妊
婦
相
談（
す
こ
や
か
館
）

中
旬　

子
牛
村
品
評
会
（
那
須
橋
）

　
　
　

子
牛
セ
リ
市
（
延
岡
市
）

24
日　

児
童
館
・
保
育
所
卒
園
式

25
日　

小
学
校
卒
業
式

　
　
　

予
防
接
種
（
三
種
混
合
）

26
日　

小
中
学
校
修
了
式

３
月
の
主
な
行
事
と

お
知
ら
せ

おすすめの１冊
　

み
な
さ
ん
は
昔
の
地
球
の
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？
さ
ま
ざ
ま
な
生

き
物
が
生
き
て
き
て
今
私
た
ち
が
住

ん
で
い
る
の
で
す
。
み
な
さ
ん
の
家

の
下
に
も
昔
の
生
き
物
の
化
石
が

眠
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

BOOK  CORNER
椎葉村開発センター
■問い合わせ先
　教育委員会
　☎0982−67−2850

図書室だより

『
毎
日
楽
ち
ん 

ナ
チ
ュ
ラ
ル
家
事
』

（
知
恵
の
森
文
庫
）

著 

／ 

佐
光 

紀
子

尾向小６年

椎葉 ひかり さん

　

私
は
ま
ん
だ
く
ん
と
マ
ン
ガ
キ
ン

を
紹
介
し
ま
す
。
マ
ン
ガ
好
き
の
ま

ん
だ
く
ん
。
片
づ
け
が
苦
手
で
、
あ

る
日
大
変
な
事
が
起
こ
り
ま
す
。

『
ま
ん
だ
く
ん
と
マ
ン
ガ
キ
ン
』

著 

／ 

矢
玉 

四
郎
（
岩
崎
書
店
）

尾向小教諭

横山　薫
かおる

 さん

　

息
子
か
ら
「
こ
の
本
を
読
む
と
涙

が
出
る
よ
。」
と
教
え
て
も
ら
い
、
読

ん
で
み
る
と
涙
・
涙
。
久
し
ぶ
り
に

心
が
ホ
ッ
カ
リ
温
か
く
な
り
ま
し
た
。

『
き
み
は
ほ
ん
と
う
に

　
　
　
　
　

ス
テ
キ
だ
ね
』

著 
／ 
宮
西 

達
也
（
ポ
プ
ラ
社
）

尾向小学校

『ちきゅうのうえで 
いのちのたびのおはなし』

（教育画劇）

著 

／ 

沢
田 

と
し
き
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俳
句
募
集
＝ 

ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

し
い
ば
俳
句
会

選
評
・
角　

光
雄
先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

し
ろ
が
ね
に
光
る
海
原
今
朝
の
春	

中
瀬　
　

汀

［
評
］
し
ろ
が
ね
は
銀
色
の
美
称
。
海
原
と
い
え
ば
広
や
か
な
海
を
連
想
す
る
。
元

日
の
朝
、
そ
の
景
色
の
中
に
佇
む
。
顔
、
胸
、
体
全
部
が
し
ろ
が
ね
に
輝
く
。

歌
留
多
取
り
孫
へ
手
加
減
無
用
な
り	

小
丸
川
河
童

［
評
］
句
意
明
瞭
。
お
孫
さ
ん
の
意
外
に
早
い
成
長
ぶ
り
に
驚
い
て
い
る
。
孫
を

小
憎
ら
し
く
思
う
こ
と
も
あ
る
が
〝
孫
っ
て
ど
う
し
て
可
愛
い
ん
だ
ろ
う
〟。

下
五
快
い
断
定
。

生
き
の
び
し
思
い
切
々
冬
満
月	

戸
辺　

好
郎

［
評
］
戸
辺
さ
ん
は
、
先
月
、
病
中
吟
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
今
月
は
、
快
方
へ
向

わ
れ
た
の
か
句
が
す
っ
き
り
し
た
。
冬
満
月
は
皓
々
と
照
る
、
真
ん
丸
に
安

堵
感
。

《
入
選
》

お
だ
や
か
に
晴
れ
て
正
月
静
か
な
り

山
茶　

久
実

久
し
振
り
の
生
家
に
在
り
て
晦
日
蕎
麦

黒
木
八
重
子

頑

丈

な

手

力

男

な

り

里

神

楽

中
瀬　
　

汀

破
魔
矢
受
く
矢
羽
根
の
乱
れ
な
ほ
し
つ
つ

那
須　
　

正

九
州
の
屋
根
な
り
雪
の
深
む
な
り

椎
葉
シ
ヅ
子

故さ

と郷
言
葉
ぽ
ん
ぽ
ん
出
で
て
忘
年
会

小
八
重
知
津
子

鈴

振

っ

て

安

泰

祈

る

初

詣

那
須　

瑞
穂

新
聞
を
ひ
ら
き
て
雨
の
冷
た
き
日

山
本　

和
枝

行
く
年
の
そ
ば
を
食
べ
つ
つ
鐘
を
聞
く

椎
葉　
　

満

編
集
後
記

▼
以
前
話
題
と
な
っ
た
荒
れ
た
成
人
式
も
椎
葉

の
新
成
人
に
は
無
関
係
。
み
ん
な
礼
儀
正
し
く
、

と
て
も
清
々
し
い
笑
顔
▼
懐
か
し
か
っ
た
「
モ

グ
ラ
打
ち
」
の
取
材
。「
あ
ん
た
に
も
や
ろ
か
」

と
気
に
し
て
く
れ
る
、
と
て
も
優
し
い
笑
顔
▼

毎
回
撮
っ
て
る
子
ど
も
の
笑
顔
。
自
然
と
こ
ち

ら
も
笑
顔
に
な
り
ま
す
▼
こ
れ
か
ら
も
み
な
さ

ん
の
笑
顔
を
求
め
、
元
気
を
も
ら
い
に
出
か
け

ま
す
（
リ
キ
）

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

今月の表紙  Cover Message
　

ま
だ
夜
も
明
け
き
れ
ぬ
早
朝
。
火
を

焚
き
暖
を
と
る
消
防
団
員
。
号
令
と
と

も
に
一
斉
に
集
合
。
白
い
息
を
吐
き
整

然
と
並
ぶ
。
カ
チ
カ
チ
に
凍
っ
た
グ
ラ

ウ
ン
ド
。
さ
ら
に
号
令
が
響
き
渡
る
。

各
部
が
点
検
と
訓
練
を
受
け
る
。
徐
々

に
辺
り
を
太
陽
が
照
ら
す
。
凍
っ
た
グ

ラ
ウ
ン
ド
も
溶
け
て
い
く
。
ポ
ン
プ

車
操
法
で
２
線
放
水
。
さ
ら
に
照
ら

す
太
陽
の
光
。
全
団
員
に
よ
る
分
列
行

進
。
広
が
る
青
空
。
た
き
火
も
消
え
、

山
々
に
響
く
万
歳
三
唱
。
新
春
の
恒
例

行
事
「
出
初

式
」。
ま
だ

ま
だ
続
く
寒

い
冬
。
見
え

隠
れ
す
る
春

模
様
。
今
年

も
熱
い
ぞ
消

防
団
。

「消防出初式」

　

３
６
５
段
の
長
い
石
段
を
登
り
詰
め
た

鉄
城
山
の
山
頂
。
こ
こ
に
祀ま

つ

ら
れ
て
い
る

宇
納
間
地
蔵
尊
は
、
１
５
０
年
程
昔
、
江

戸
市
中
に
大
火
が
発
生
し
た
と
き
、
当
時

の
延
岡
藩
主
の
誓せ

い

願が
ん

に
応
え
て
鎮
火
さ
せ

た
と
語
り
継
が
れ
て
お
り
、
現
在
は
「
火

伏
せ
地
蔵
」
と
呼
ば
れ
多
く
の
信
仰
を
集

め
て
い
ま
す
。
こ
の
大
祭
の
３
日
間
は
沿

道
が
歩
行
者
天
国
と
な
り
多
く
の
出
店
が

並
ぶ
ほ
か
、
催
し
物
も
あ
り
、
約
２
万
人

の
参
拝
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

■
期　

日

　

平
成
20
年
２
月
29
日（
金
）〜
２
日（
日
）

■
場　

所

　

美
郷
町
北
郷
区
宇
納
間

■
問
い
合
わ
せ
先

　

美
郷
町
北
郷
支
所
地
域
政
策
課

　

☎
０
９
８
２―

６
２―

６
２
０
１

宇
納
間
地
蔵
尊
大
祭

日
向
入
郷
広
域
情
報

美
郷
町
（
北
郷
区
）

情
報
は
こ
ち
ら
ま
で
！

　

み
な
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。ま
た
、ご
意
見
ご
感
想
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒
８
８
３

−

１
６
０
１

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
椎
葉
村
大
字
下
福
良
１
７
４
７−

２
０

椎
葉
村
役
場 

総
務
課
「
広
報
し
い
ば
」
係

電　

話
：（
０
９
８
２
）
６
７

−

３
２
０
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
：（
０
９
８
２
）
６
７

−

２
８
２
５

※
作
句
に
は
な
る
べ
く
「
一
句
の
中
に
季
語
は
一
つ
」
を
心
が
け
て
下
さ
い
。（
光
雄
）
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　ミカン科ミヤマシキミ属。山の高いところは積雪
の厳冬期です。その白い雪の中に美しい赤い実が塊
状に付き、緑葉が束生する低木が群落状に生えてい
ます。葉を揉むと強いミカンの香りで、この葉を日に
透かすと組織中に油点という小さな油つぼが見られ
ます。これがミヤマシキミで、葉の香りのためか以
前はあまりシカに食べられませんでした。しかし近
年は食害を受けるようになり、通常は１−1.5ｍ程に
なる樹高が本村ではシカに食べられ高さ20−40㎝ぐ
らいです。シキミの名がありますが、和名のシキミ（本
村では花しばと呼称）とは別の科です。雌雄異株で
５月頃、枝先に白い小花が咲きます。雌木に実る径
約１㎝の核果は晩秋から冬に成熟し、中に一個の硬
い種子が入っています。花や実が美しいので庭木に
植えられます。日本列島とサハリンに分布し、近縁
種のミヤマシキミは個体が単独性でやや大型です。

（九州大学宮崎演習林　内海　泰弘・井上　晋）
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未来にはばたけ！

那須 颯
さ つ き

輝 ちゃん
（間柏原）

平成18年２月21日生まれ

おとうさん：正一郎 さん
おかあさん：久美子 さん

大好きなアンパンマンのよう
に、強く、やさしく、元気いっ
ぱい大きくなってね。

尾前 和
かず

茂
しげ

 くん
（水無）

平成18年２月21日生まれ

おとうさん：慎二 さん
おかあさん：玲子 さん

元気いっぱいの和茂。「そんな
の関係ねぇ〜」をして笑わせて
くれます。たくましく育ってね。

Face in　February
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　病院に勤務してから１年になりました。最初は分から
ない事が多く大変でしたが、職員の方々の手厚い指導の
おかげで医療事務の仕事にも慣れてきました。病院をご
利用の皆様には、うしろの２人とともに笑顔で対応いた
します。

不土野保育所

　小学校の敷地内に併設された不土野保育所。
園長は不土野小の佐々木龍二校長先生。３〜６
歳の園児５人が、毎日元気いっぱい遊んでい
ます。
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」

◎このコーナーでは、職場・各種グループ・スポーツサークルなどを紹介し、“笑顔の輪”を広げていきます。

笑顔のわ❶


